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※本紙はコミュニティ・スクール委員会コミュニケーション推進部（ＣＳ委コミ推部）が企画編集しています。

学園と地域を繋ぐＣＳ委員、
保護者・教師で三位一体

子どもたち笑顔で育つ周りには
日々支えあう大人たちの輪

季語がないから川柳かな。
「三位一体」は、「キリス
ト教神学を離れて、三者が
心を合わせることや、3つ
のものを一つに併せるこ
と」を指して用いられるみ
たいだね。ＣＳ委員と保護
者と教師が一体となること
を指しているかな。

これって、五七五だから俳
句？　「三位一体」って何？

ＣＳ委員がキャッチコピー
を考えたんだって。ちょっ
と見てみようか。

ってどんなもの？CS ＣＳ委員が知恵を絞っ
てキャッチコピーを考
えてみました。うまく
伝わるかな？コミュニティ・スクール

ＣＳとは、子どもが大好きな
地域の大人が集まって、先生
と一緒に学校の未来を考えて
いるところです。

ＣＳとは、地域、保護者の声
や力をにしみたか学園の運営
に活かす活動、仕組み

わ！わ！わ！
子どもと学校と地域とともに
話（会話・コミュニケーショ
ン）と和（調和・思いやり）
で育てていくにしみたかの輪
（つながり・連携・スクールコ
ミュニティ）

『にしみたか学園』は、全国に
先駆けて立ち上げた地域密着
した学校、それがＣＳ

地域の力を活用するにしみた
か学園ＣＳ委員会

「子どものためでもない学校
のためでもない。地域活動は
自分に還ってくる。はじめよ
う、ＣＳ」
「ＣＳが始まる前から、にしみ
たかは変わってない。残して
いこう地域の絆」
「地域が厳しいと学校は強く
なる。地域に愛があると学校
は優しくなれる。どちらも必
要です。」
「学校を応援します。」
「困っているから手を貸す。学
校も保護者も地域も一緒。」
「ＣＳは地域と学校が同じ未
来に向かって進むための架け
橋です。」思わず、「わっ！」って言っ

ちゃった！

「わ」に3つの意味を含め
て遊び心があり、意味も分
かりやすくて、うまい手法
ですね。

こっちの方は最後まで読め
たよ。

こっちもリズムがいいね。

照れくさいけど、うれしい
ね。

笑顔の子どもたちを周りで見
守る大人の情景が目に浮かん
で、ほのぼのした気分になるね。

にしみたかが、優しい大人
たちの集まりだってことが
わかるよね。

全国に先駆けてってなんか
カッコイイね。

三鷹市は小中一貫教育を全
国でもいち早く立ち上げて
にしみたか学園も11年目に
突入している。その歴史と
誇りをストレートに表現し
てるね。

意見とかサポートという意
味を具体的に表現して簡潔
にまとまってるね。

言いたいことがまとまらな
かったみたいだね。次のも
のが同じことをうまく表現
しているかも。

子ども向けの地域イベント
があるけどそのことかな。

昔遊びや餅つきなど以外に
も学校の先生が教えられな
い昔からの伝統などを教え
てくれる活動もあるよね。

そうだね。ＣＳの制度は学校
と地域を繋ぐものだけど、そ
の中心には子どもたちがいる
んだよ。ＣＳ委員だけでその
活動は始まらないし、終わら
ない。地域と学校を結び付
けて子どもたちの未来のため
にどんな活動をするかは、に
しみたかに住む一人ひとりが
関わって初めて成立するんだ
よね。今まである地域の絆を
大切に未来に繫ぎながら、
何をすればもっと良くなってい
くのかを地域と学校のみんな
で考えていけるようにしていき
たいね。

ＣＳのキャッチコピーなの
に、地域、学校、保護者、
子どもという言葉が多いね。

長い。説明文みたい。

まだあるよぅ。

子どもを見守る優しい地域、
地域の避難所としての学校、
学校をサポートする保護者。
ＣＳはみんなが支え合う仕組
みのお手伝いさんになりた
い。

そのために、皆様一人
ひとりの力をできる範
囲でお貸しください。



にしみたか学園　コミュニティ・スクール委員会だより　第 77号	 平成 29年 10月 1日㈮　【2】

※記事に関するお問合せ・ご意見・ご感想などありましたら bureau@kameo.jp へお寄せください。

　

Ｃ
Ｓ
委
員
会
で
は
、
保
護
者
の
方
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、

Ｋ
Ｊ
法
を
用
い
て
委
員
個
々
の
意
見
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
意
見
を
「
熟
議
」
す
る
こ
と
で
方
向
性
が
共
有
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
と
も
同
じ
よ
う
に
、
子
育
て
に
関
す
る
悩

み
や
解
決
法
を
「
熟
議
」
し
、
Ｃ
Ｓ
委
員
と
保
護
者
の
意
見
を

す
り
合
わ
せ
し
て
い
く
機
会
が
あ
る
と
い
い
な
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

平
成
29
年
度　

Ｃ
Ｓ
こ
れ
か
ら
の
活
動

10
月	
各
学
校
公
開
日
に
保
護
者
参
加
の
イ
ベ

ン
ト
実
施

	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
だ

よ
り
77
号
発
行

11
月	

「
学
園
・
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
実

施
→
保
護
者
・
地
域
の
み
な
さ
ま
、
ア

ン
ケ
ー
ト
提
出
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

12
月	

「
冬
の
お
楽
し
み
講
座
」
開
催
（
小
4
〜

中
学
生
対
象
）
→
保
護
者
・
地
域
の
み

な
さ
ま
、
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

2
月	

小
6
職
場
訪
問
実
施
→
保
護
者
・
地
域

の
み
な
さ
ま
、
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し

ま
す
。

	

「
学
園
・
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
評
価

報
告

	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
だ

よ
り
78
号
発
行

3
月	

に
し
み
た
か
カ
レ
ン
ダ
ー
実
施

	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
だ

よ
り
79
号
発
行

Ｃ
Ｓ
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
の
ご
紹
介

10
月
21
日
（
土
）
の
学
園
公
開
日
に
Ｃ
Ｓ
で
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

◆
二
小

10
月
19
〜
21
日　
「
子
育
て
」
を
テ
ー
マ
に
「
こ
ん
な
工
夫
を
し
た
ら
ど
う

か
な
？
」
を
掲
示
し
ま
す
！

受
付
そ
ば
に
掲
示
し
ま
す
の
で「
い
い
ね
！
」と
い
う
内
容
に
シ
ー
ル
を
張
っ

て
く
だ
さ
い
ね

ま
た
10
月
21
日
に
は
、
常
設
サ
ロ
ン
（
場
所
調
整
中
）
を
開
き
ま
す
。

お
茶
を
準
備
し
ま
す
の
で
休
憩
が
て
ら
是
非
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
井
口
小

10
月
19
〜
21
日　

二
小
と
同
様
に
受
付
そ
ば
に
掲
示
し
ま
す
の
で
「
い
い

ね
！
」
シ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す
！

◆
二
中

10
月
21
日　

二
小
と
同
様
に
受
付
そ
ば
に
掲
示
し
ま
す
の
で
「
い
い
ね
！
」

シ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す
！

第
二
中
学
校 

吹
奏
楽
部
か
ら
の
お
願
い

　
第
二
中
学
校
吹
奏
楽
部
で
は
、
使
用
し
て
い
る
楽
器
が
古
く
な
り
、
演

奏
に
不
都
合
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
部
員
の
増
加
に
よ
り
、
楽
器

が
不
足
す
る
事
態
も
こ
こ
数
年
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
も
し
今
後
使
用
予
定
の
な
い
管
楽
器
が
、
ご
自
宅
に
埋
も
れ

て
い
た
場
合
、
寄
付
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
：
第
二
中
学
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副
校
長 

矢
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昌
廣
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31
）
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メ
ー
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